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Cubilin は腎臓の近位尿細管上皮細胞において、Megalin と共に、エンドサイトーシス（細胞膜の動的変形に

よる細胞外成分の吸収）に働きます。リガンドとしては、ビタミン B12-トランスコバラミン、ビタミン D 結合蛋白、ア

ルブミン、アポリポ蛋白（apoA-Ⅰ）などがあります。腎不全では Cubilin 機能不全となることから、腎不全患者の

病態に関与していると考えられています。 
本抗体は、ラット Cubilin の部分ペプチドを免疫抗原として作製しました。腎臓における Cubilin の機能解明

に有用です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗 ラット Cubilin ポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ラット Cubilin の部分ペプチドを免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドアフィニ
ティーカラムにて精製。 

使用濃度  ウェスタンブロッティング：2～5µg/mL 

ウェスタンブロッティング 

Sample : 各 200µg/lan 

① ラット心臓 lysate （Negative control） 

② ラット腎臓 lysate 

③ ラット肝臓 lysate （Negative control） 
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